
令和3年第４回北本市議会定例会は、11月30日火 開会の予定です。
引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響があった場合は、議会の傍聴を御遠慮いただくことがあります。
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令和３年第３回定例会の開催を前に、新型コロナウイルス感染症は第５波に入り、ピークが見通せず、
本市においてもこれまで経験したことのない爆発的感染拡大、まさに災害レベルの危機的状況にあり
ました。
ワクチン接種は進んでいましたが、すべての世代に行き渡るまでには時間が必要な状況で、市民の命を
守るためには、まずは政府が要請している人流の抑制、人と人の接触機会を５０％減らすことに努める
ことが重要であると考えました。
そこで本市議会では、議員、職員及び市民の人流と接触機会を減らすことを目的に、通常の会期日程を
変更し、以下のとおり緊急避難的措置を講じました。

今後も、コロナ禍の中でも、住民の福祉の向上と市政進展のため職務に精励し、皆様に寄り添い、皆様と
一緒にこの苦難を乗り切るため、最善の努力を致します。

市長提出議案（決算除く）及び市民から提出された請願は、委員会付託せず本会議において審議する

市政に対する一般質問は取りやめる

令和２年度決算議案は総括質疑を行い、予算決算常任委員会に付託後、閉会中の継続審査とし、分科会
審査の上、令和３年第４回定例会で議決する

市のコロナ対策や緊急性のある課題については、緊急質問として対応する

会期を短縮せず、９月６日～２７日を休会とすることにより、全議員を９月28日まで議会に拘束し、緊急的
な議案の審議等が必要になった場合に、即時に本会議が開ける体制を維持する

飛沫拡散防止パネルを
設置した議場の様子

1.
2.
3.

4.
5.

令和３年第３回定例会の会期日程について



今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市

長
提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が

な
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

「
議
案
第
４３
号
」令
和
２
年
度

北
本
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

総
括
質
疑
通
告
者

大
嶋

達
巳
（
み
ら
い
）

滝
瀬

光
一
（
啓
和
会
）

村
田

裕
子
（
緑
風
会
）

中
村

洋
子
（
日
本
共
産
党
）

桜
井

卓
（
市
民
の
力
）

岸

昭
二
（
公
明
党
）

※
通
告
順
に
掲
載

Ｑ

令
和
２
年
度
決
算
に
お
け

る
各
指
標
分
析
に
つ
い
て

Ａ

令
和
２
年
度
決
算
カ
ー
ド

に
お
け
る
財
政
指
標
の
う
ち
、

経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
、
将
来
負
担
比
率
、
義
務

的
経
費
比
率
の
４
つ
の
指
標
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
経
常
収
支
比

率
は
９１
・
２
％
で
、
令
和
元
年

度
か
ら
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
増
と
な
っ
た

要
因
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係

る
業
務
支
援
委
託
料
や
学
童
保

育
室
指
定
管
理
料
等
の
物
件
費

分
の
増
、
ま
た
臨
時
財
政
対
策

債
の
償
還
金
の
公
債
費
分
の
増

等
の
影
響
に
よ
り
比
率
が
上
昇

し
た
も
の
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率
は
７
・
４

％
で
、
前
年
よ
り
０
・
１
ポ
イ

ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
増

と
な
っ
た
要
因
は
、
平
成
２９
年

度
、
平
成
３０
年
度
に
借
り
入
れ

た
臨
時
財
政
対
策
債
の
償
還
を

開
始
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

元
利
償
還
金
の
額
が
９
�
９
８

３
万
２
�
０
０
０
円
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、将
来
負
担
比
率
は
１８
・

９
％
と
な
り
、
令
和
元
年
度
か

ら
８
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
減
と
な
っ
た
要
因

は
、
市
債
発
行
を
抑
制
し
つ
つ

着
実
に
償
還
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
債
残
高
が
前
年
度
よ

り
８
億
１
�
７
０
０
万
８
�
０

０
０
円
減
少
し
た
こ
と
や
、
将

来
の
施
設
整
備
等
に
備
え
、
各

基
金
に
積
立
て
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

義
務
的
経
費
比
率
は
、
歳
出

総
額
に
占
め
る
義
務
的
経
費
の

割
合
を
示
す
も
の
で
、
義
務
的

経
費
は
人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
の
合
計
で
す
。
令
和
２
年

度
の
義
務
的
経
費
比
率
は
３９
・

０
％
と
な
り
、
前
年
度
よ
り

１２
・
８
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
減
と
な
っ
た
要
因
は
、

人
件
費
が
８
�
２
９
８
万
１
�

０
０
０
円
、扶
助
費
が
１
億
９
�

５
２
９
万
２
�
０
０
０
円
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
た
一
方
で
、
分
母

と
な
る
歳
出
総
額
が
定
額
給
付

金
給
付
事
業
等
の
影
響
で
７６
億

５
�
４
７
３
万
円
と
大
幅
に
増

加
し
た
た
め
に
比
率
が
下
が
っ

た
も
の
で
す
。

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
市
税

等
歳
入
へ
の
影
響
額
に
つ
い
て

Ａ

令
和
２
年
度
の
市
税
の
収

入
済
額
は
、
全
体
で
８８
億
４
�

４
３
６
万
１
０
８
円
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
と
比
べ
８
�
２

０
６
万
４
�
０
８
７
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、
市
民

税
が
４１
億
７
�
７
９
７
万
９
�

１
８
７
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

５
�
３
０
５
万
６
�
２
３
６
円

の
減
、固
定
資
産
税
が
３７
億
５
�

０
４
７
万
８
�
０
１
３
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
３
�
５
６
９
万

６
�
７
２
５
円
の
減
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
減
の
要
因
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
徴
収
猶
予
を
行
っ
た
こ
と
が

一
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
へ
の
影
響
は
、

令
和
２
年
度
の
収
入
済
額
が
１

０
６
億
１
�
８
７
８
万
２
�
１

４
７
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
７６

億
７
５
５
万
９
�
５
８
０
円
と

大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。
増

の
要
因
は
、
国
民
１
人
当
た
り

１０
万
円
を
給
付
し
た
特
別
定
額

給
付
金
事
業
の
補
助
金
や
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
交

付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
庫

補
助
金
が
７８
億
８
�
８
３
８
万

９
�４
９
７
円
と
、前
年
度
に
比

べ
て
７５
億
１
�
９
２
６
万
３
�

9月定例会

令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
継
続
審
査
に

８
月
２６
日
か
ら
９
月
２８
日
ま
で
の
３４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
定
例
会
で

は
、
市
長
提
出
議
案
１７
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、

請
願
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
２
年
度
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

付
託
後
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
分
科
会
審
査
の
上
、
１２
月
定

例
会
で
議
決
し
ま
す
。
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０
４
７
円
の
大
幅
な
増
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
対
策
費

や
支
援
費
等
の
決
算
状
況
に
つ

い
て

Ａ

令
和
２
年
度
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
等
に
関
す
る
関
連
経
費

は
、
決
算
ベ
ー
ス
で
７３
事
業
、

７６
億
５
�
８
６
２
万
９
�
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
、
特
別
定
額
給

付
金
事
業
６６
億
６
�
７
８
５
万

９
�
０
０
０
円
、
子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

７
�
０
１
１
万
５
�
０
０
０
円
、

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
事
業
６
�８
７
４
万
４
�

０
０
０
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
事
業
３
億
６
�
５
９
３
万

８
�
０
０
０
円
、
そ
の
ほ
か
市

内
の
消
費
活
動
の
活
性
化
を
図

る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

３
�
６
２
１
万
２
�
０
０
０
円

等
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
は
５８
事
業
、

６
億
２
�
９
９
３
万
４
�
０
０

０
円
を
充
当
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

緊
急
質
問
を
実
施

９
月
３
日
に
６
人
の
議
員
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
に
関
す
る
緊
急
質
問
が

な
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
主
な
も

の
を
掲
載
し
ま
す
。

緊
急
質
問
議
員

※
質
問
順

保
角

美
代
（
公
明
党
）

湯
沢

美
恵
（
日
本
共
産
党
）

松
島

修
一
（
啓
和
会
）

桜
井

卓
（
市
民
の
力
）

日
高

英
城
（
み
ら
い
）

金
森
す
み
子
（
緑
風
会
）

総
合
的
な
対
応
な
ど
に
つ
い

てＱ

本
市
に
お
け
る
感
染
者
数

の
推
移
に
つ
い
て

Ａ

令
和
２
年
４
月
に
、
初
め

て
の
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
て
か

ら
、
令
和
２
年
度
に
１
７
８
人
、

令
和
３
年
４
月
か
ら
７
月
末
ま

で
に
１
１
８
人
の
陽
性
者
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
的
な
感
染
拡

大
と
同
様
に
、
本
市
で
も
８
月

の
１
か
月
間
で
２
７
６
人
と
、

急
増
し
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ

自
宅
療
養
者
及
び
自
宅
待

機
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Ａ

本
市
で
は
、
自
宅
療
養
者

及
び
濃
厚
接
触
者
と
し
て
自
宅

待
機
し
て
い
る
方
に
対
し
、
食

料
品
の
配
付
や
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
の
貸
出
業
務
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
従
来
は
、

埼
玉
県
の
業
務
と
し
て
行
わ
れ

て
い
た
も
の
で
す
が
、
保
健
所

業
務
の
逼
迫
に
よ
り
、
配
送
が

遅
れ
て
い
る
と
の
情
報
が
あ
っ

た
た
め
、
急
遽
、
予
備
費
を
充

用
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

食
料
品
の
配
付
に
つ
い
て
は
、

８
月
３０
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
、

９
月
２
日
現
在
、
８
件
の
申
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
は
、

製
品
の
入
荷
を
受
け
、
９
月
３

日
よ
り
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Ｑ

予
約
の
状
況
と
高
齢
者
の

接
種
率
に
つ
い
て

Ａ

８
月
３１
日
に
は
、
１２
歳
以

上
３４
歳
以
下
の
市
民
へ
、
予
約

開
始
の
は
が
き
を
送
付
し
た
た

め
、
現
在
は
接
種
を
希
望
す
る

全
て
の
接
種
対
象
と
な
る
市
民

の
方
が
予
約
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

８
月
３０
日
時
点
の
高
齢
者
の

接
種
率
に
つ
い
て
は
、
１
回
目

接
種
が
９２
・
８１
％
、
２
回
目
が

９１
・
０６
％
で
、
全
国
に
お
け
る

接
種
率
、
１
回
目
が
８９
・
４７
％
、

２
回
目
が
８７
・
２１
％
で
、
そ
れ

ぞ
れ
比
べ
る
と
、
１
回
目
、
２

回
目
と
も
、
本
市
の
接
種
率
が

全
国
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
へ
の
接
種
に
つ
い
て

Ａ

７
月
９
日
に
、
介
護
施
設

や
障
害
者
施
設
従
事
者
、
在
宅

介
護
従
事
者
、
ご
み
収
集
運
搬

従
事
者
、
保
育
士
、
学
童
保
育

支
援
員
等
を
対
象
と
し
て
、
２

０
６
人
に
接
種
ク
ー
ポ
ン
を
発

送
し
、
優
先
的
に
接
種
予
約
が

で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
で
の
対
応
に
つ

い
て

Ｑ

緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

Ａ

短
縮
授
業
と
し
た
９
月
１

日
か
ら
９
月
１０
日
ま
で
の
期
間

に
、
各
学
校
で
は
今
後
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
を
見
据
え
、

教
員
研
修
を
行
う
な
ど
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

保
育
所
等
で
の
対
応
に
つ
い

てＱ

保
育
施
設
を
利
用
し
な
か

っ
た
場
合
の
返
金
に
つ
い
て

Ａ

今
後
、
施
設
利
用
児
童
の

感
染
が
拡
大
す
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
状
況
に
応
じ
て
必
要
期
間

を
定
め
、
登
園
自
粛
要
請
を
行

い
、
保
育
料
の
日
割
計
算
に
つ

い
て
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

配
付
さ
れ
る
食
料
品
の
イ
メ
ー
ジ
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中間報告書

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

特
別
委
員
会
に
つ
い
て

６
月
２４
日
㈭
、
７
月
７
日
㈬
、
７
月
２９

日
㈭
、
８
月
１０
日
㈫
、
８
月
１２
日
㈭
、
９

月
１７
日
㈮
に
委
員
会
を
開
催
し
、
引
き
続

き
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

第
３０
回
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。去

る
７
月
１７
日
㈯

に
北
本
市
役
所
に
お

い
て
、
第
３０
回
議
会

報
告
会
を
開
催
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
御

参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

９
月
の
定
例
会
は
コ
ロ
ナ
第
５

波
が
猛
威
を
振
る
う
中
で
の
開
催

と
な
り
、
議
長
の
開
会
発
言
（
表

紙
面
に
記
載
）
の
通
り
、
人
流
を

抑
え
な
が
ら
の
変
則
的
な
形
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
市
政
運
営
の
適
切

さ
な
ど
を
問
う
「
一
般
質
問
」
は

取
り
止
め
に
な
り
ま
し
た
が
、
議

会
は
「
緊
急
質
問
」
の
方
式
で
、

早
急
に
必
要
な
市
民
へ
の
支
援
対

応
を
市
に
求
め
ま
し
た
。
不
十
分

な
定
例
会
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
通
常

と
は
異
な
る
緊
張
感
を
持
ち
過
ご

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
議
会
の
実
状
で
す
が
、
市
民
の

皆
様
に
は
中
々
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、

通
常
通
り
開
催
し
て
い
る
と
思
わ

れ
て
い
た
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

改
め
て
市
民
の
皆
様
と
の
繋
が
り

が
足
り
て
い
な
い
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
市
民
が
議
会
へ
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
更
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
金
）

日本
共産党

中
村

洋
子

継続審査

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

湯
沢

美
恵

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

市民
の力
工
藤
日
出
夫

議

長

桜
井

卓

○

○

○
退
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

緑風会

今
関

公
美

○

○

○
○
○
○

○

○
○
欠
○

○

○
○

○

金
森
す
み
子

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

村
田

裕
子

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

公明党

岸

昭
二

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

×
○

○

島
野

和
夫

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

×
○

○

保
角

美
代

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

×
○

○

みらい

大
嶋

達
巳

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

諏
訪
善
一
良

○

○

○
×
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

高
橋

伸
治

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

日
高

英
城

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

啓和会

黒
澤

健
一

○

○

○
×
○
○

○

○
○
○
○

○

退
○

○

加
藤

勝
明

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

退
○

○

滝
瀬

光
一

○

○

○
×
○
○

○

○
○
○
○

○

退
○

○

渡
邉

良
太

○

○

○
×
○
○

○

○
○
○
○

○

退
○

○

松
島

修
一

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

岡
村

有
正

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

退
○

○

議
決
結
果

可決

可決

可決
同意
可決
可決

可決

可決
可決
可決
採択

可決

可決
可決

可決

議 案 名

令和２年度北本市一般会計歳入歳出決算の認定について
令和２年度北本市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について
令和２年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事
業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和２年度北本市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和２年度北本市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和２年度埼玉県央広域公平委員会特別会計歳入歳出決算の認定について
令和２年度北本市公共下水道事業会計決算の認定について
北本市手数料条例の一部改正について
北本市こども医療費の支給に関する条例及び北本市重
度心身障害者医療費支給条例の一部改正について
令和２年度北本市公共下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
教育委員会教育長の任命について
令和３年度北本市一般会計補正予算（第７号）
令和３年度北本市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和３年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事
業特別会計補正予算（第１号）
令和３年度北本市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和３年度北本市介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和３年度北本市一般会計補正予算（第８号）
都市計画道路「中仙道」の北部地域整備促進に関する請願
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書
米価暴落に対する緊急対策を求める意見書
都市計画道路「仲仙道」の北本市北部地域の整備促進を求める意見書

生徒指導提要の改訂に関する意見書

市

長

提

出

議

案

請願
議
員
提
出
議
案
委
員
会

提
出
議
案

提出案件の結果一覧（９月定例会） ※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
な
い
た
め
、
表
決
結
果
は
空
欄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
※
表
の
見
方

○
�
賛
成

×
�
反
対

欠
�
欠
席

退
�
退
席

除
�
除
斥

この印刷物は再生紙を使用しています。

編
集
後
記

議
会
広
報
広
聴
委
員

委
員
長

岡

村

有

正

副
委
員
長

金

森

す
み
子

委

員

湯

沢

美

恵

〃

桜

井

卓

〃

松

島

修

一

〃

高

橋

伸

治

〃

島

野

和

夫

紹
介
今
定
例
会
に
お
い
て

同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長

住
所

北
本
市
中
央
３
丁
目
２
番
地

満
寿
美
マ
ン
シ
ョ
ン
２
０
５

か
み
こ

し
ゅ
う
い
ち

氏
名

神
子

修
一
氏
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